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１.	
 はじめに	
 

	
 近年スマートフォンの普及により写真は日常

的に使用され,ありふれたものになった.そこで,

本研究では身体的・生理的に表れた感情情報を

写真に融合し,その人に取ってかけがえのない大

切な写真を残すことができるのではないかと考

えた.	
 先行調査を行ったところ写真と心音を用い

た例は無く,写真と心音の融合により,相手の気

持ちを感じることのできる「ココロネ写真」を

作るユーザー体験価値サービス「Qun²comm!」

[1]の開発を行った.	
 

	
 

２.	
 サービスデザイン	
 

２.1 サービスコンセプト	
 

	
 Qun²comm!では「親密な関係であるパートナー

の写真を気持ちと一緒に感じる」「写真に心音

を与え,大切な時の一瞬を切り取ったココロネ写

真として写真自体の価値を引き上げる」をサー

ビスコンセプトとする.	
 大切なパートナーの写真

を見る時,	
 もう一つの価値として心音を一緒に感

じる感情体験をもたらすことができる.	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 ユーザーターゲットとしては恋人同士,親子を

対象とし,	
 外出先での景色の綺麗な場所,	
 お気に

入りの場所などでの使用により,その時の心音を

記録として残し,写真をより印象的に感じる事が

できる.	
 

	
 

2.2	
 サービス特徴	
 

	
 Qun²comm!の特徴は以下の 2 つである.	
 

l 生理的情報として心音を選択	
 

	
 従来では,	
 心拍数をグラフ化したものを利用し

てきたものが多かったが Qun²comm!では感情情報

を表現する生理的情報として心臓の実際の音,	
 す

なわち心音を用いている.	
 	
 

l 親密な関係のパートナーと利用する	
 

	
 心音を録音するという親密な関係を前提とし

たサービスである.写真を撮る時に心音を録音す

ることで写真を撮った後,大切なパートナーと一

緒にココロネ写真を楽しんだり,帰ってから一人

で楽しんだりする事でより印象的に感情体験価

値を得る事ができる.	
 

	
 Qun²comm!は,パートナーの写真に心音を融合	
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図	
 1	
 心音コミュニケーション「Qun²comm!」カスタマージャーニーマップ	
 

Copyright     2016 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-293

4Y-06

情報処理学会第78回全国大会



し,	
 その時の場面の感情を切り取り一緒に感じる

ことのできる感情体験価値サービスである.	
 	
 

	
 Qun²comm!のサービス形態は,	
 スマートフォン

アプリケーションとし,	
 スマートフォンに備わる

カメラ機能とマイク機能を用いる.	
 	
 

	
 

３.	
 プロトタイプ	
 

	
 Qun²comm!の開発を行うに当たって,	
 アシアル

社提供の Monaca(クラウド型 IDE[2])を利用して

プロトタイプの開発を行った.	
 

	
 図 2 はサービスの構成を表した図である.カッ

プルで外出した際に,Qun²comm!を利用する事でお

互いにココロネ写真を撮り合う事ができる.サー

ビス構成では,ユーザーが Qun²comm!の登録画面か

ら相手の写真を撮影,心音マイクをスマートフォ

ンに接続し,心音を録音する.撮った写真,録音し

た心音を確認し,保存すると使用しているスマー

トフォン端末のローカルストレージに写真と心

音が保存される.	
 今までに撮ったココロネ写真は

Qun²comm!内の専用フォトギャラリーに全て保存

され,サムネイルで表示されているココロネ写真

をタップするとローカルストレージに保存され

ている写真と心音を同時に表示,再生する事がで

きる.保存したココロネ写真は,いつでもフォト

ギャラリーから呼び出す事ができ,その場で大切

なパートナーと写真を見ながら心音を聞く事で	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

普通の写真に比べより感情的な思い出を楽しむ

事ができる.	
 

	
 また,デートから帰った後も 1 人でココロネ写

真を心音を一緒に聞きながら見る事でその日の

思い出の余韻をより印象的に感じ振り返りなが

ら楽しむことができる.	
 

	
 プロトタイプ開発では写真の撮影,	
 心音の録音,	
 

写真と心音の複数保存,	
 写真と心音の同時再生の

機能を実装することができた.	
 

	
 

４.	
 おわりに	
 

	
 Qun²comm!では,写真と生理的情報「心音」を融

合させた相手の心音を写真に付加価値として与

えるマルチモーダルコミュニケーションサービ

ス「Qun²comm!」の開発を行った.	
 

	
 今後は,無線でシャッターと同時に心音を録音

する別のデバイスの開発とクラウド化すること

で遠く離れた場所の人にもココロネ写真を他ユ

ーザーに届けるといったサービスの拡大を今後

の展望として進めていきたい.	
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図	
 2	
 心音コミュニケーション「Qun²comm!」プロトタイプ構成図	
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